
活
動
目
標

基
本
方
針

会
長
あ
い
さ
つ
平
成
27
年
度

さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長 

鵜
沢  
勇

  

　

６
月
20
日
、市
民
会
館
お
お
み
や
小
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、さ
い
た
ま
市
長・清
水
勇

人
氏
、市
議
会
議
長・桶
本
大
輔
氏
、教

育
長・稲
葉
康
久
氏
を
は
じ
め
多
数
の
来

賓
を
迎
え
、市
内
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が

出
席
し
、定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。全

て
の
議
事
が
慎
重
審
議
の
基
、満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
表
彰
、広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
の
結
果
発
表
で
は
受
賞
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

総
会
に
続
い
て
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、盛
ん
に
情

報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

１
．　

さ
い
た
ま
市
の
宝
で
あ
る
子
供
た

　
　

ち
の
健
全
育
成
を
目
指
し
、共
に

　
　

学
び
、共
に
成
長
出
来
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

　
　

動
を
実
践
す
る
。

２
．　

会
員
一
人
一
人
が
目
的・目
標
を

　
　

堅
持
し
、家
庭
・
学
校
・
地
域
で
子

　
　

供
た
ち
へ
の
教
育
力
を
高
め
る
活

　
　

動
を
推
進
す
る
。

３
．　

平
和
で
人
間
性
豊
か
な
社
会
を
目

　
　

指
し
、子
供
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　

環
境
づ
く
り・地
域
づ
く
り・未
来

　
　

づ
く
り
の
た
め
に
団
結
し
て
そ
の

　
　

活
動
を
推
進
す
る
。

１
．　

子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
と
た
く
ま

　
　

し
い
心
身
を
育
て
る
地
域
活
動
を

　
　

推
進
し
、地
域
の
諸
行
事
に
積
極

　
　

的
に
参
加
し
、ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

　
　

げ
る
。

２
．　

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
事
業
を
通
し
、

　
　

広
い
視
野
を
持
っ
て
、会
員
並
び
に

　
　

各
方
面
の
参
画
を
図
る
。

３
．　

各
連
合
会
と
の
情
報
交
換
を
密
に

　
　

し
、子
供
た
ち
の
幸
福
な
成
長
を

　
　

目
指
し
、支
援
活
動
に
努
め
る
。

４
．　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
す
る
情
報
を
広

　
　

報
誌・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、

　
　

啓
発
に
努
め
る
。

５
月　

広
報
紙
づ
く
り
講
習
会

６
月　

定
期
総
会
・
懇
談
会

　
　
　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

　
　
　
　

定
期
総
会

７
月　

役
員
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

広
報
紙
発
行

８
月　

舘
岩
南
郷
視
察

　
　
　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

　
　
　
　

札
幌
大
会

９
月　

指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
情
報
交
換
会

　
　
　
　

神
戸
大
会

10
月　

教
育
委
員
会
交
流
会

　
　
　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

　
　
　
　

横
浜
大
会

11
月　

役
員
研
修
人
権
講
演
会

１
月　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
総
合
補
償
制
度

　
　
　
　

説
明
会

２
月　

教
育
委
員
会
懇
話
会

３
月　

広
報
紙
発
行

４
月　

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

　

さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で
は
、平

成
27
年
３
月
に
い
じ
め
防
止
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
募
集
し
ま
し
た
。寄
せ
ら
れ
た
作
品

は
１
０
０
作
品
を
上
回
り
、い
じ
め
問
題

へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

会　

長　
　

鵜
沢　

勇

副
会
長　
　

高
島　

清

　
　
　
　
　

野
上　

一
昭

　
　
　
　
　

青
羽　

章
仁

　
　
　
　
　

丸
山　

史
人

　
　
　
　
　

岩
田　

哲
也

　
　
　
　
　

新
井　

英
人
（
校
長
）

常
任
理
事　

青
木　

弘
幸

　
　
　
　
　

磯
田　

修

　
　
　
　
　

川
田　

祐
弘

　
　
　
　
　

今
川　

夏
如

　
　
　
　
　

今
井　

正
樹

　
　
　
　
　

高
野　

幸
男

理
事　

岡
部　

勉　

（
事
◎
）

　
　
　

鶴　
　

英
雄
（
広
○
）

　
　
　

三
牧　

淳
也
（
広
）

　
　
　

工
藤　

威
人
（
事
）

　
　
　

佐
藤　

修　

（
広
）

　
　
　

鈴
木
二
美
子
（
事
○
）

　
　
　

牛
木　

忠
久
（
広
）

　
　
　

菅
野　

雅
代
（
事
○
）

　
　
　

高
澤　

茂　

（
事
）

　
　
　

原　
　

綾　

（
広
）

　
　
　

奈
良　

真
侍
（
事
）

　
　
　

浅
野　

敬
尚
（
広
）

　
　
　

加
藤　

清
孝
（
事
）

　
　
　

杉
本　

浩
一
（
広
○
）

　
　
　

貴
田　

謙
一
（
事
）

　
　
　

榎
本　

明
男
（
広
◎
）

　
　
　

横
田　

剛
志
（
事
）

　
　
　

川
嶋
真
奈
美
（
広
）

監
事　

鴨
志
田
順
一

　
　
　

安
藤　

盛
光
（
校
長
）

（
事
）
事
業
委
員
会

（
広
）
広
報
情
報
委
員
会

（
◎
）
委
員
長

（
○
）
副
委
員
長

　

今
回
の
募
集
で
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の

中
か
ら
、東
岩
槻
小
学
校
、中
尾
小
学
校

の
作
品
を
参
考
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
作
成
、

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
、昨
年
度
に
引
き
続
き

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

鵜
沢
で
す
。１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
の
活
動
は
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、理
事
の
皆
様
を
中
心
に
、本

年
度
事
業
計
画
案
の
作
成
等
に
つ
い

て
、大
変
お
忙
し
い
中
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
　

今
年
度
も
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
全

体
目
標
は

「
さ
い
た
ま

市
の
子
供
た

ち
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
環
境

づ
く
り
、
未

来
づ
く
り
」を
掲
げ
、家
庭
・
学
校
・
地

域
み
ん
な
で
結
束
し
て
子
供
た
ち
の

た
め
に
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
は
、組
織
へ
の
協
力

と
い
う
意
識
よ
り
、む
し
ろ
一
人
ひ
と

り
が
子
供
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
、や
れ
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で

す
。た
と
え
そ
れ
が
小
さ
な
踏
み
出
し

で
あ
っ
て
も
、そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
結
束
す
る
こ
と
に
よ
り
、大
き
な
効

果
・
成
果
を
生
む
も
の
と
信
じ
ま
す
。

理
事
は
も
と
よ
り
、会
員
の
皆
様
に
は

多
方
面
に
お
い
て
ご
協
力
い
た
だ
く

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
じ
め
防
止
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
！

い
じ
め
防
止
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
！

み
ん
な
で
子
育
て
よ
く
見
て
、

　
　
　
　
　

よ
く
聞
き
、よ
く
話
そ
う
！

・
見
逃
し
ま
せ
ん
、子
ど
も
の
小
さ
な
変
化

・
た
め
ら
い
ま
せ
ん
、子
ど
も
と
の
対
話

・
連
携
し
ま
す
、家
庭
・
学
校
・
地
域
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さいたま市の子供たちの笑顔あふれる環境づくり、未来づくり
家庭・学校・地域みんなで結束して子供たちのために！

さ
い
た
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Ｐ
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協
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定
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催

さ
い
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ま
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Ｐ
Ｔ
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協
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会

定
期
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会
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懇
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開
催

さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

定
期
総
会
・
懇
談
会
開
催

活
動
目
標

基
本
方
針

事
業
計
画

●
役
員
紹
介

事
業
計
画

写真前列左より安藤監事、鵜沢会長、
新井副会長
後列左より高島副会長、岩田副会長、
野上副会長、青羽副会長

平成27年度「いじめ防止シンポジウム」を開催します。平成27年度「いじめ防止シンポジウム」を開催します。
　さいたま市、さいたま市教育委員会では、さいたま市PTA協議会、青少年育成さいたま市民会議
の後援を受け、市立小・中・高等・特別支援学校の代表児童生徒及び教職員、保護者、地域団
体、関係行政機関が一堂に会し、市を挙げて、いじめの問題を考える「いじめ防止シンポジウム」を
開催します。
　当日は、市長メッセージ、国立教育政策研究所長講演、パネルディスカッション、平成27年度「さい
たま市子ども会議」の決意表明、そして、さいたま市ＰＴＡ協議会から保護者の立場からの「いじめ
撲滅のための宣言」をいただきます。
　いじめ撲滅の機運を高めていくため、多くの皆様にご来場いただきたいと存じます。

○期　日　平成27年8月25日（火）午後2時から
○会　場　さいたま市文化センター　南区根岸１‐７‐1
※お問い合わせは、さいたま市教育委員会　指導２課　048‐829‐1668　



　

上
大
久

保
中
学
校
で

毎
年
開
催
さ

れ
る
地
区
懇

談
会
は
、
保

護
者
・
教
職

員
・
地
域
の

１
３
０
人
が

参
加
す
る
大

規

模

な

も

の
。
毎
年
テ

ー

マ
を

変

え
、
多
方
面

か
ら
の
視
点

で
生
徒
達
の

教
育
環
境
向

上
を

目

指

す
。
学
校
が

小
中
一
貫
モ
デ
ル
校
と
な
り
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
同

懇
談
会
に
翌
年
度
入
学
予
定
の
保

護
者
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　
　

地
域
の
清
掃
活
動
に
生
徒
を

巻
き
込
ん
で
積
極
的
に
参
加
し

た
。
活
動
に
一
緒
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
生
徒
を
取
り
巻
く
大
人
た

ち
と
の
信
頼
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
だ

け
で
な
く
行
動
で
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

会
長
の
松
山
さ
ん
は
、
生
徒
達

の
活
躍
を
ま
る
で
わ
が
子
の
こ
と

の
よ
う
に
話
す
。
桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
で
被
災
地
を
応
援
す
る
ア
ル

ミ
缶
回
収
事
業
を
立
ち
上
げ
た
実

績
も
あ
り
、
「
同
じ
日
本
で
暮
ら

す
仲
間
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
」

そ
の
思
い
は
地
元
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

で
も
発
揮
さ
れ
、
地
域
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
は
言
葉
だ
け
で
な
く
行

動
と
し
て
表
れ
て
い
た
。
ま
た
、

翌
年
度
入
学
予
定
の
保
護
者
へ
の

配
慮
な
ど
、
会
員
目
線
の
き
め
細

や
か
な
活
動
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
学
校
教
育
及
び
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
活
動
そ
の
他
成
人
教
育
に
関
す
る

諸
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
、Ｐ
Ｔ
Ａ
本
来
の
目
的・性
格
に
照
ら
し
、

優
良
な
実
績
を
あ
げ
て
い
る
そ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
選
定
し
、そ
の
実
績
を
称
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
健
全
育
成
・
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
を
趣
旨
に
表
彰
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

平
成
27
年
度　
表
彰
校

　
大
砂
土
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
上
落
合
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
植
竹
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
東
岩
槻
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
上
大
久
保
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

さいたま市PTA協議会「児童・生徒ワイド補償制度」係
（事務局）さいたま市大宮区大門町３－１　大宮区役所東館１F
取扱代理店：株式会社東海日動パートナーズEAST
〒330-0063　さいたま市浦和区高砂２－２－３さいたま浦和ビル６階
お問い合わせ先）TEL：0120-６３４－８５４

引受幹事保険会社：東京海上日動火災保険株式会社
担当支社：埼玉中央支店新都心支社　
さいたま市大宮区桜木町１－１０－７　ＴＥＬ048-650-8378
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当制度の
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生
徒
も
活
動
の
仲
間
！

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
！

〜
上
大
久
保
中
学
校（
桜
区
）〜

　
　
　
　
　
　

　

大
砂
土
東
小
学
校
で
は
「
松
の

子
ま
つ
り
」
な
る
児
童
・
地
域
の

た
め
の
お
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い

る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
も
ち
ろ
ん
、
青
少
年

育
成
大
砂
土
東
地
区
会
を
始
め
、

野
球
・
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
チ
ー
ム

や
、
お
父
さ
ん
の
会
な
ど
地
域
ぐ

る
み
で
協
力
し
合
い
、
バ
ザ
ー
・

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
・
模
擬
店
を
出

店
し
、
普
段
の
学
校
で
は
味
わ
え

な
い
体
験
が
子
ど
も
達
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
る
。
バ
ザ
ー
で
出
た
収

益
は
、
松
の
子
鑑
賞
会
の
開
催
、

図
書
購
入
な
ど
児
童
に
還
元
し
て

い
る
。

　

地
域
の
方
へ
感
謝
を
込
め
て
、

子
ど
も
達
の
合
唱
や
防
犯
講
演
会

な
ど
の
「
地
域
の
集
い
」
を
開
催

し
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

こ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
成
人

教
育
委
員
会
の
保
護
者
向
け
講
演

会
の
開
催
、
お
父
さ
ん
の
会
の
学

校
フ
ァ
ー
ム
で
の
子
ど
も
達
と
の

さ
つ
ま
い
も
作
り
な
ど
が
印
象
的

で
全
体
を
通
し
て
、
地
域
と
の
連

携
、
保
護
者
の
成
長
の
た
め
の
取

り
組
み
を
感
じ
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
受
け
て
小
林　

誠
会
長
は
「
役
員
の
励
み
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
の

た
め
に
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
な
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
今
後
の
意

欲
を
見
せ
て
い
た
。

地
域
と
一
緒
に
松
の
子
ま
つ
り

〜
大
砂
土
東
小
学
校（
見
沼
区
）〜

　
　
　
　
　
　

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
作
業
で
は
な
く

学
び
の
機
会
と
と
ら
え
て
も
ら
う

た
め
に
、
年
５
回
発
行
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

通
信
に
全
て
の
事
業
を
掲
載
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
や
目
的
を
伝
え

て
い
る
。
学
校
・
地
域
・
保
護
者

が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
達
を
育

て
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
整
っ
た
多
岐
に
わ
た

る
活
動
が
特
徴
的
だ
っ
た
。
さ
ら

に
、
「
積
極
的
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

参
加
し
て
、
親
で
あ
る
こ
と
を
楽

し
も
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、
出

前
授
業
の
開
催
（
青
少
年
育
成
会

と
の
共
同
事
業
）
、
通
学
路
危
険

箇
所
の
調
査
と
改
善
（
子
ど
も
会

と
の
協
力
）
、
学
区
内
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
マ
ッ
プ
の
作
成
と
普
及
啓

発
、
年
二
回
の
教
育
懇
談
会
の
開

催
（
学
校
・
地
域
代
表
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
）
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
専
用
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
取
得
し
、
会
員
か
ら

の
質
問
や
意
見
に
迅
速
丁
寧
に
対

応
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

菅
野
雅
代
会
長
は
、
「
今
後
も

目
配
り
・
気
配
り
・
心
配
り
と

『
お
互
い
様
』
の
気
持
ち
を
大
切

に
、
会
員
や
地
域
の
皆
様
の
思
い

や
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
、
誰
も

が
参
加
し
た
く
な
る
活
動
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
！
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。

子
ど
も
と
共
に
学
び
、

子
ど
も
と
共
に
成
長
し
よ
う
！

〜
上
落
合
小
学
校（
中
央
区
）〜

　
　
　
　
　
　

大変ご好評につき「中途加入」を9月末迄受付いたします 
詳しくは下記「お問い合わせ先」まで

ご連絡をお願いいたします

さいたま市ＰＴＡ協議会
「児童・生徒ワイド補償制度（こども総合保険）」

平
成
27
年
度　
さ
い
た
ま
市
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
表
彰
決
ま
る
！！

■
小
学
校
の
部

　
○
優
秀
賞（
６
校
）

　
　
仲
本
小
学
校（
な
か
も
と
）

　
　
中
島
小
学
校（
な・か・じ・ま
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
　
与
野
南
小
学
校（
み
な
み
）

　
　
春
岡
小
学
校（
は
る
お
か
）

　
　
土
合
小
学
校（
つ
ち
あ
い
）

　
　
見
沼
小
学
校（
み
ぬ
ま
）

　
○
佳
作（
９
校
）

　
　
東
宮
下
小
学
校（
東
み
や
し
た
）

　
　
常
盤
小
学
校（
と
き
わ
）

　
　
中
尾
小
学
校（
な
か
お
）

　
　
東
岩
槻
小
学
校（
諏
訪
）

　
　
大
宮
東
小
学
校（
ひ
が
し
）

　
　
辻
小
学
校（
つ
じ
）

　
　
本
太
小
学
校（
あ
ゆ
み
）

　
　
大
谷
場
東
小
学
校（
や
ま
び
こ
）

　
　
高
砂
小
学
校（
た
か
さ
ご
）

　
　

■
中
学
校・特
別
支
援
学
校
の
部

　
○
優
秀
賞（
４
校
）

　
　
八
王
子
中
学
校（
さ
い
た
ま
八
王
子
）

　
　
本
太
中
学
校（
も
と
ぶ
と
）

　
　
土
合
中
学
校（
つ
ど
い
）

　
　
七
里
中
学
校（
な
な
さ
と
）

　
○
佳
作（
６
校
）

　
　
原
山
中
学
校（
は
ら
や
ま
）

　
　
田
島
中
学
校（
わ
だ
ち
）

　
　
与
野
西
中
学
校

　
　
　
（
西
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
大
樹
）

　
　
常
盤
中
学
校（
と
き
わ
）

　
　
与
野
東
中
学
校（
東
風
）

　
　
植
竹
中
学
校（
銀
杏
）

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

日本ＰＴＡ全国協議会主催の交流事業
が今年は渡嘉敷島で行われました。全
国から集まった総勢１１５人の中学生
達は、４日間の交流で貴重な経験と、た
くさんの思い出をつくるいい機会だった
のではないでしょうか。

上落合小学校ＨＰに掲載
kamiochiai-e.saitama-city.ed.jp

松の子まつりの様子

さ
い
た
ま
市
立
岩
槻
中
学
校

原
田
　 

空
知

　

渡
嘉
敷
島
研
修
旅
行
で
は
、全
国
か
ら

来
た
中
学
二
年
生
や
渡
嘉
敷
島
の
方
々

と
、戦
争
の
悲
し
い
歴
史
を
学
び
、集
団
自

決
の
地
に
平
和
の
誓
い
の
千
羽
鶴
を
納
め

ま
し
た
。又
青
く
澄
ん
だ
海
で
カ
ヌ
ー
や

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
を
し
た
り
、グ
ル

ー
プ
で
カ
レ
ー
作
り
や
課
題
に
取
り
組
み

仲
間
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
の
中
で
自
分
自
身
の
新
た
な
一

面
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。研

修
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
立
岩
槻
中
学
校渋

谷
　
ま
り
な

　

私
は
今
回
の
国
内
研
修
で
自
然
の
偉
大

さ
を
学
び
ま
し
た
。海
洋
研
修
で
は
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
な
ど
の
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、そ
の
時
に
見

た
き
れ
い
に
透
き
と
お
っ
た
海
と
そ
の
中

で
雄
々
と
泳
ぐ
魚
や
た
く
さ
ん
の
サ
ン
ゴ

礁
に
は
、と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

し
、と
て
も
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
い
つ
か
渡
嘉
敷
島
の
海
で
皆
と

泳
ぎ
た
い
で
す
。

日P交流事業
in

渡嘉敷島

平成27年度募集では 
新規ご加入件数が5,250件！ 　ご加入件数が15,000件を突破しました！ 


